
２００７年７月１８日 

〈現代経済事情Ⅲ 世界経済と中小企業〉                               第１３回目講義 レジュメ 

高田好章 

「中小企業のこれからと仕事・生き方を考える」 
 
○中小企業のこれからの考える 
・ダイハツ：コペンの手作り生産 
         仕事の喜びと技術の伝承 
・毎月の給与は、サイコロで決める 
         成果主義とはなにか、社員のやる気と信頼・連帯感 
・京都の試作ネット 
         中小企業が連帯して生き残る 
・フェアトレード 
         先進国が主導するグローバリゼーションに対する対抗軸   

民衆交易と環境保護・貧困克服・自立発展 
 

○生き方、ものの見方 
経済学 〔経済科学〕 

歴史 
現状分析 
理論 

具体から抽象へ  抽象から具体へ   いかに客観的に述べるか。 
  上部構造 ⇔ 下部構造   経済と政治  生産と企業 

どう生きるか   個人と社会 
     仕事 社会的役割 社会的責任 
  二重に生きる ： 「会社人間」 「趣味人間」 
  やりがい  自分も持つ 
 

○仕事と生き方 

  オジン的人間   ⇔  オバン的人間 

  何にでも興味を持つ    観察  人間・物・動物    時代を読む 

  自分を知る  自分しかできないこと     何に興味があるか。  仕事＝プロになる 

  できる人間 何ができるのか    

 

○ビデオ鑑賞：「世界遺産 ニュー・ラナーク（イギリス）」 ＴＢＳ ２００４年１月２５日放送 

 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

質問・意見等は、高田の E-mail:  ystakada@komazawa-u.ac.jp まで。 

講義レジュメ、講義スライドの掲載ホームページ： http://homepage1.nifty.com/ytakada/komadai/kougi/ 


